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生態系機能 群集構造 個体機能= X X 時間変動

本課題の枠組み

指標群
樹木　地表徘徊性昆虫　土壌動物　安定同位体　デジカメ　

大規模野外実験 データベース構築

モデリング リモートセンシング



生産量 葉量 機能量= X X フェノロジー

本課題の枠組み

モデリング リモートセンシング

北大　　　　　岐阜大　　　　　国環研



LAIの簡易推定法の開発（モニ1000データへの適用）

推定に用いた落葉樹林サイト

LAIと年平均気温の関係

毎木調査データからの簡易推定法 Ishihara & Hiura. 2011



炭素収支モデル（!"#$%&'(）の検証

森林全体の光合成量（!""）

森林の葉量#
$%&'()#*+,

葉の光合成能#
（ミズナラとダケカンバの平均）#

生
態
系

!"#$%&'$()#*"+,-.

個葉光合成能ｘ葉量と
植生指標の関係

Muraoka et al. 2010
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可視バンド指標のほうが推定精度が高い
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フェノロジー把握のための植生指標の検討
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苫小牧と高山の現地データを元に衛星データ
（MODIS）に適用した落葉広葉樹林のGPP



本課題の枠組み

指標群
樹木　地表徘徊性昆虫　土壌動物　安定同位体　デジカメ　

大規模野外実験 データベース構築

北大　　　　　　横国大　　東大　　　国環研





Litter Fall

(g･m-2)
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苫小牧研究林におけるリター操作実験
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いくつかの分類群で　　　
リターフォール量の影響を
検出
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土壌動物では初めて気候変動の影響を強く受けるパタンの発見
　　　気候変動に対する土壌機能の同期・遅れ効果の検証



苫小牧研究林における
ミズナラ林冠木の温暖化処理実験Nakamura et al. 2010



Nakamura et al. 2010

温暖化処理によるフェノロジー（左）と二次代謝物質含有量
および葉の食害率の変化（右）
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Studentʼs t-test, Significance: * P < 0.05, ** P < 0.01!

温暖化後



苫小牧16種 （n = 193)

平均RMSE：58.3

ミズナラフェノールの温暖化応答モデルを
他の植物種に応用した場合

対照区

温暖化



降水

地下水

表層
土壌水

降雨により供給された
δ¹ OｰNO が大幅低下

⇒生物による取り込みを示唆

硝酸中のNとOの同位体比から森林生態系中の硝酸の起
源とプロセスを明らかにした

Ohte et al. 2010
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脱窒量を15Nトレーサーから求める方法を提案
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横河製監視カメラ（%&"'&("画素）

苫小牧国有林
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衛星（MODIS）と地上観測（デジカメ）をつなぐ
衛星観測の補完や群落単位でのフェノロジー把握に利用可能



生産量 葉量 機能量= X X フェノロジー
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生態系機能の広域評価 簡易カメラの開発
植生指数と
機能量の解析葉量推定法の開発

気候変動の影響を強く受ける
土壌動物では初のパターン発見

指標群

同位体による窒素起源の推定
大規模実験による
温暖化応答の検出

環境省モニ1000などのネットワーク・データベースの有効活用


